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す
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す
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政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

 一
、
指
定
国
立
大
学
法
人
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
申
請
か
ら
指
定
に
至
る
過
程
を
広
く
国
民
に
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
公
正

性
及
び
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 

二
、
指
定
国
立
大
学
法
人
が
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
、
他
の
施
策
と
も
連
携
を
図
り
、
そ
の

環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
国
際
的
に
評
価
さ
れ
る
人
材
を
育
成
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
人
材
を
獲
得
す
る
た
め
に

教
育
・
研
究
条
件
の
整
備
を
図
る
よ
う
、
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。 

 

三
、
余
裕
金
の
運
用
対
象
範
囲
の
拡
大
に
伴
い
、
資
産
が
毀
損
す
る
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
運
用

を
安
全
に
行
う
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
確
認
す
る
こ
と
。
ま
た
、
余
裕
金
の
運
用
等
に
よ
っ
て
自
己
収
入

が
増
加
し
た
場
合
、
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
の
減
額
等
に
よ
り
、
国
立
大
学
法
人
等
の
財
務
基
盤
強
化
の
意
欲
が
削

が
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。 

 

四
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材
育
成
や
、
地
域
社
会
の
課
題
解
決
へ
の
貢
献
等
、
各
地
域
に
お
い
て
国
立
大
学
が
果
た
し

て
い
る
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
産
学
官
の
連
携
や
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
、
そ
の
機
能
強
化
に
向
け
た
取
組
に

対
し
、
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。 

 

五
、
大
学
改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
立
大
学
の
み
な
ら
ず
、
高
等
教
育
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
し
、
国
民

的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

六
、
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
比
し
た
高
等
教
育
へ
の
公
的
財
政
支
出
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
中
、
最
低
水
準
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
基

盤
的
経
費
で
あ
る
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
を
始
め
、
高
等
教
育
に
係
る
予
算
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


